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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

連結経営指標等

　

回次
第32期

第２四半期連結
累計期間

第32期
第２四半期連結
会計期間

第31期

会計期間

自　平成20年
　　４月１日
至　平成20年
　　９月30日

自　平成20年
　　７月１日
至　平成20年
　　９月30日

自　平成19年
　　４月１日
至　平成20年
　　３月31日

売上高 (千円) 6,812,7253,530,36613,244,374

経常利益 (千円) 97,386 1,524 212,939

四半期(当期)純利益 (千円) 54,038 660 71,831

純資産額 (千円) ― 6,729,0236,758,903

総資産額 (千円) ― 12,539,07612,157,788

１株当たり純資産額 (円) ― 1,149.951,148.50

１株当たり四半期
(当期)純利益

(円) 9.83 0.12 13.06

潜在株式調整後
１株当たり四半期
(当期)純利益

(円) ― ― ―

自己資本比率 (％) ― 50.4 51.9

営業活動による
キャッシュ・フロー

(千円) 1,476 ― 19,165

投資活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △472,274 ― △19,908

財務活動による
キャッシュ・フロー

(千円) 48,365 ― 210,604

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(千円) ― 2,142,9022,564,994

従業員数 (名) ― 143 138

(注) １　当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載して

おりません。

２　売上高には、消費税等は含まれておりません。

３　潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益については、潜在株式がないため記載しておりません。
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２ 【事業の内容】

当第２四半期連結会計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）において営まれている

事業の内容に重要な変更はありません。

　また、主要な関係会社についても異動はありません。

　

　

３ 【関係会社の状況】

当第２四半期連結会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。

　

　

４ 【従業員の状況】

(1) 連結会社の状況

平成20年９月30日現在

従業員数(名) 143

(注)　従業員数は、就業人員数（当社グループからグループ外への出向者を除き、グループ外から当社グループへの出向

者を含む。）であります。なお、臨時従業員数は従業員数の100分の10未満であるため、記載を省略しております。

　

　

(2) 提出会社の状況

平成20年９月30日現在

従業員数(名) 109

(注)　従業員数は、就業人員数（当社から他社への出向者を除き、他社から当社への出向者を含む。）であります。なお、

臨時従業員数は従業員数の100分の10未満であるため、記載を省略しております。
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第２ 【事業の状況】

１ 【生産、受注及び販売の状況】

(1) 生産実績
　

事業部門 金額(千円)

汎用樹脂部門 1,051,027

高機能性樹脂部門 2,048,683

合計 3,099,711

(注) １　金額は、生産数量に平均販売単価を乗じて算出しております。
２　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

　

(2) 商品仕入実績
　

事業部門 金額(千円)

汎用樹脂部門 212,254

高機能性樹脂部門 67,534

合計 279,789

(注) １　金額は、仕入価格によっております。

２　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。
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(3) 販売実績
　

事業部門 金額(千円)

汎用樹脂部門 1,339,327

高機能性樹脂部門 2,191,038

合計 3,530,366

(注) １　主な相手先別の販売実績及び当該販売実績の総販売実績に対する割合は次のとおりであります。

　

相手先

当第２四半期連結会計期間

金額(千円) 割合(％)

三菱瓦斯化学㈱ 614,737 17.4

２　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

　

　

２ 【経営上の重要な契約等】

当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等は行われておりません。

　

３ 【財政状態及び経営成績の分析】
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(1) 経営成績の分析

当第２四半期連結会計期間におけるわが国経済は、米国サブプライムローン問題に端を発した世界経

済の急速な景気後退に加え、原燃料価格の高騰、円高等の影響で先行き不透明感が強まる状況が続いてい

ます。また、不飽和ポリエステル樹脂市場は、公共投資の抑制、住宅関連用途の建築基準法改正の影響、並

びに環境問題等の余波を受け、前年を大きく下回る結果となりました。 

　このような状況の中、当社グループは、商品開発等で顧客満足度を満たしながら拡販に努めた結果、売上

高は前年を上回ることが出来ました。不飽和ポリエステル樹脂の売上高は、前年並みにとどまりました

が、環境に対応した粉体塗料用原料及びメタクリル酸エステル類は堅調に推移いたしました。 

　この結果、当第２四半期連結会計期間の業績は、事業部門別売上高では汎用樹脂部門1,339百万円、高機

能性樹脂部門2,191百万円、売上高合計で3,530百万円、経常利益1百万円、四半期純利益660千円となりま

した。 
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(2) 財政状態の分析

当第２四半期の財政状態は、流動資産では、現金及び預金の減少422百万円、たな卸資産の増加182百万

円等があり、固定資産は、連結子会社である優必佳樹脂(常熟)有限公司の工場建設等で659百万円増加と

なり、総資産は前連結会計年度末と比較して381百万円増加の12,539百万円となりました。流動負債では、

支払手形及び買掛金の増加140百万円等があり、負債合計は前連結会計年度末と比較して411百万円増加

し、5,810百万円となりました。純資産は、少数株主持分の減少等により、前連結会計年度末と比較して29

百万円の減少となり、6,729百万円となりました。
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(3) キャッシュ・フローの状況

キャッシュ・フローの状況は、営業活動によるキャッシュ・フローは税金等調整前四半期純損失9百万

円の計上に、減価償却費66百万円、たな卸資産の増加による169百万円の減少、仕入債務の増加による257

百万円の増加等により159百万円の増加となりました。投資活動によるキャッシュ・フローは有形固定資

産の取得による188百万円の支出等により181百万円の減少となりました。財務活動によるキャッシュ・

フローは長期借入金の返済9百万円等により3百万円の増加となりました。この結果、当第２四半期連結会

計期間末の現金及び現金同等物の残高は、第１四半期連結会計期間末に比べ17百万円の減少となり、21億

42百万円となりました。
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(4) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第２四半期連結会計期間において、当連結会社の事業上及び財務上の対処すべき課題に、重要な変更

及び新たに生じた課題はありません。
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(5) 研究開発活動

当第２四半期連結会計期間の研究開発費の総額は、71百万円であります。
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第３ 【設備の状況】

(1) 主要な設備の状況

当第２四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

　

　

(2) 設備の新設、除却等の計画

当第２四半期連結会計期間において、前四半期連結会計期間末に計画中であった重要な設備の新設、除

却等について、重要な変更並びに重要な設備計画の完了はありません。

　また、当第２四半期連結会計期間において、新たに確定した重要な設備の新設、除却等はありません。
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第４ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 18,850,000

計 18,850,000

　

② 【発行済株式】

　

種類
第２四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成20年９月30日)

提出日現在
発行数(株)

(平成20年11月12日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 5,500,000同左
ジャスダック
証券取引所

―

計 5,500,000同左 ― ―

　

　

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。
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(3) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

　

(4) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成20年９月30日 ― 5,500,000 ― 1,100,900 ― 889,640
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(5) 【大株主の状況】

平成20年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
(千株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

三菱瓦斯化学株式会社 東京都千代田区丸の内2-5-2 2,090 38.00

東洋紡績株式会社 大阪府大阪市北区堂島浜2-2-8 1,699 30.89

菱陽商事株式会社 東京都港区西新橋1-1-3 391 7.10

日本ユピカ社員持株会 東京都千代田区紀尾井町4-13 177 3.21

エスジーエスエス／
　　エスジービーティールクス
（常任代理人
　　　香港上海銀行東京支店）

SOCIETE GENERALE 29 BOULEVARD HAUSSMANN
                           PARIS-FRAMCE
（東京都中央区日本橋3-11-1）

123 2.23

糀　英夫 京都府京都市上京区 66 1.20

三立化工機株式会社 愛知県春日井市瑞穂通1-178-1 60 1.09

日本トラスティ・サービス
　　　　　　信託銀行株式会社

東京都中央区晴海1-8-11 48 0.87

三野　勝美 神奈川県横浜市神奈川区 27 0.49

株式会社ＪＳＰ 東京都千代田区丸の内3-4-2 21 0.38

フドー株式会社 東京都大田区西蒲田7-20-5 21 0.38

計 ― 4,723 85.84
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(6) 【議決権の状況】

　

① 【発行済株式】

平成20年９月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等) 普通株式    1,000― ―

完全議決権株式(その他) 普通株式5,498,000 5,498 ―

単元未満株式 普通株式    1,000― ―

発行済株式総数 5,500,000― ―

総株主の議決権 ― 5,498 ―

(注)　単元未満株式の中には、自己株式758株が含まれております。

　

② 【自己株式等】

平成20年９月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

日本ユピカ株式会社
東京都千代田区
　　　紀尾井町４番13号

1,000 ― 1,000 0.02

計 ― 1,000 ― 1,000 0.02

　

２ 【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

　

月別
平成20年
４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月

最高(円) 364 364 444 420 419 367

最低(円) 313 340 355 335 360 337

(注)　株価は、ジャスダック証券取引所におけるものであります。
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３ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期報告書提出日までの役員の異動はありません。
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第５ 【経理の状況】

１　四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19

年内閣府令第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。)に基づいて作成しております。

　なお、当第２四半期連結会計期間（平成20年７月１日から平成20年９月30日まで）及び当第２四半期連結

累計期間（平成20年４月１日から平成20年９月30日まで）については、「財務諸表等の用語、様式及び作成

方法に関する規則等の一部を改正する内閣府令」（平成20年８月７日　内閣府令第50号）附則第７条第１

項第５号のただし書きにより、改正後の四半期連結財務諸表規則を早期に適用しております。

　

２　監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、当第２四半期連結会計期間(平成20年７月１

日から平成20年９月30日まで)及び当第２四半期連結累計期間(平成20年４月１日から平成20年９月30日ま

で)に係る四半期連結財務諸表について、東陽監査法人により四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成20年9月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成20年3月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,642,902 2,064,994

受取手形及び売掛金 4,628,201 4,614,357

商品及び製品 860,070 867,903

仕掛品 100,849 78,162

原材料及び貯蔵品 506,471 339,095

その他 688,194 740,804

貸倒引当金 △2,307 △2,307

流動資産合計 8,424,382 8,703,010

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） ※1
 874,028

※1
 891,996

機械装置及び運搬具（純額） ※1
 1,061,137

※1
 743,590

土地 1,340,442 1,340,442

その他（純額） ※1
 246,229

※1
 82,056

有形固定資産合計 3,521,838 3,058,086

無形固定資産 16,746 18,134

投資その他の資産

その他 604,957 407,405

貸倒引当金 △28,849 △28,849

投資その他の資産合計 576,108 378,556

固定資産合計 4,114,693 3,454,778

資産合計 12,539,076 12,157,788

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 4,237,999 4,097,316

短期借入金 154,500 67,400

未払法人税等 67,304 123,226

引当金 74,636 82,520

その他 464,481 246,755

流動負債合計 4,998,921 4,617,218

固定負債

退職給付引当金 417,433 399,312

役員退職慰労引当金 50,619 45,155

再評価に係る繰延税金負債 312,532 312,532

その他 30,546 24,665

固定負債合計 811,131 781,666

負債合計 5,810,053 5,398,885
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（単位：千円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成20年9月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成20年3月31日)

純資産の部

株主資本

資本金 1,100,900 1,100,900

資本剰余金 889,640 889,640

利益剰余金 3,848,480 3,832,935

自己株式 △905 △634

株主資本合計 5,838,114 5,822,840

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 12,894 16,180

土地再評価差額金 468,798 468,798

為替換算調整勘定 2,884 7,821

評価・換算差額等合計 484,576 492,801

少数株主持分 406,331 443,261

純資産合計 6,729,023 6,758,903

負債純資産合計 12,539,076 12,157,788
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(2)【四半期連結損益計算書】
　　【第２四半期連結累計期間】

（単位：千円）

当第２四半期連結累計期間
(自 平成20年4月1日
 至 平成20年9月30日)

売上高 6,812,725

売上原価 5,866,512

売上総利益 946,213

販売費及び一般管理費

運搬費 264,424

その他 585,955

販売費及び一般管理費合計 850,379

営業利益 95,833

営業外収益

受取利息 2,679

受取配当金 19,720

その他 9,348

営業外収益合計 31,748

営業外費用

支払利息 513

売上割引 6,132

たな卸資産廃棄損 3,597

支払補償費 11,667

その他 8,285

営業外費用合計 30,196

経常利益 97,386

特別損失

固定資産廃棄損 5,713

固定資産売却損 5,537

その他 2,000

特別損失合計 13,251

税金等調整前四半期純利益 84,135

法人税等 ※1
 62,283

少数株主損失（△） △32,186

四半期純利益 54,038
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　　　　【第２四半期連結会計期間】
（単位：千円）

当第２四半期連結会計期間
(自 平成20年7月1日
 至 平成20年9月30日)

売上高 3,530,366

売上原価 3,063,818

売上総利益 466,547

販売費及び一般管理費

運搬費 135,955

その他 319,644

販売費及び一般管理費合計 455,599

営業利益 10,947

営業外収益

受取利息 1,345

受取配当金 14

その他 8,332

営業外収益合計 9,691

営業外費用

支払利息 122

売上割引 3,303

支払補償費 11,667

その他 4,020

営業外費用合計 19,114

経常利益 1,524

特別損失

固定資産廃棄損 3,169

固定資産売却損 5,537

その他 2,000

特別損失合計 10,706

税金等調整前四半期純損失（△） △9,181

法人税等 ※1
 19,490

少数株主損失（△） △29,332

四半期純利益 660
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(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

当第２四半期連結累計期間
(自 平成20年4月1日
 至 平成20年9月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 84,135

減価償却費 120,918

売上債権の増減額（△は増加） △13,844

たな卸資産の増減額（△は増加） △182,229

仕入債務の増減額（△は減少） 140,682

その他 △49,615

小計 100,046

利息及び配当金の受取額 19,720

利息の支払額 △667

法人税等の支払額 △117,623

営業活動によるキャッシュ・フロー 1,476

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △480,191

その他 7,916

投資活動によるキャッシュ・フロー △472,274

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入れによる収入 154,500

長期借入金の返済による支出 △67,400

自己株式の取得による支出 △270

配当金の支払額 △38,464

財務活動によるキャッシュ・フロー 48,365

現金及び現金同等物に係る換算差額 341

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △422,091

現金及び現金同等物の期首残高 2,564,994

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※1
 2,142,902
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【継続企業の前提に重要な疑義を抱かせる事象又は状況】

当第２四半期連結会計期間(自　平成20年７月１日　至　平成20年９月30日)

該当事項はありません。

　

　

　

【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

　
当第２四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日 
 至　平成20年９月30日)

会計方針の変更

棚卸資産の評価に関する会計基準の適用

「棚卸資産の評価に関する会計基準」（企業会計

基準委員会　平成18年7月5日　企業会計基準第9号）を

第1四半期連結会計期間から適用し、評価基準につい

ては、原価法から原価法（収益性の低下による簿価切

下げの方法）に変更しております。なお、この変更に

よる当第２四半期連結累計期間の営業利益、経常利益

及び税金等調整前四半期純利益に与える影響はあり

ません。
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【簡便な会計処理】

　
当第２四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日 
 至　平成20年９月30日)

１　棚卸資産の評価方法

棚卸資産の簿価切下げに関しては、収益性の低下が

明らかなものについてのみ正味売却価額を見積り、簿

価切下げを行う方法によっております。

２　繰延税金資産及び繰延税金負債の算定方法

繰延税金資産の回収可能性の判断に関しては、前連

結会計年度末以降に経営環境等、かつ、一時差異等の発

生状況に著しい変化がないと認められるので、前連結

会計年度において使用した将来の業績予測やタックス

・プランニングを利用する方法によっております。 

　

【四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理】

　
当第２四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日 
 至　平成20年９月30日)

税金費用の計算

　当連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会

計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純

利益に当該見積実効税率を乗じて計算する方法を採用

しております。
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【注記事項】

(四半期連結貸借対照表関係)

　
当第２四半期連結会計期間末
(平成20年９月30日)

前連結会計年度末
(平成20年３月31日)

※１　有形固定資産の減価償却累計額  6,824,333千円

　２　当社は、運転資金の効率的な調達を行うため取

　　引銀行４行と貸出コミットメント契約を締結して

　　おります。

　　　当第２四半期連結会計期間末における貸出コミ

　　ットメントに係る借入未実行残高等はつぎのとお

　　りであります。

　　貸出コミットメントの金額     1,000,000千円 

　　借入実行残高                       ― 千円

    差引額                       1,000,000千円

※１　有形固定資産の減価償却累計額  6,982,714千円

　２　当社は、運転資金の効率的な調達を行うため取

　　引銀行４行と貸出コミットメント契約を締結して

　　おります。

　　　当連結会計年度末における貸出コミットメント

　　に係る借入未実行残高等はつぎのとおりでありま

　　す。

　　貸出コミットメントの金額     1,000,000千円 

　　借入実行残高                       ― 千円 

    差引額                       1,000,000千円
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(四半期連結損益計算書関係)

第２四半期連結累計期間

　
当第２四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日 
 至　平成20年９月30日)

※１　法人税等調整額は、法人税等に含めて表

　　示しております。

　

第２四半期連結会計期間

　
当第２四半期連結会計期間
(自　平成20年７月１日 
 至　平成20年９月30日)

※１　法人税等調整額は、法人税等に含めて表

　　示しております。
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(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

　
当第２四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日 
 至　平成20年９月30日)

※１　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結

貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

現金及び預金 1,642,902千円

その他（キャッシュマネジメント

システム預託金）
500,000千円

　　　計 2,142,902千円
 

　

EDINET提出書類

日本ユピカ株式会社(E00865)

四半期報告書

27/37



(株主資本等関係)

当第２四半期連結会計期間末（平成20年９月30日）及び当第２四半期連結累計期間(自　平成20年４月１日

　至　平成20年９月30日)

１　発行済株式に関する事項

株式の種類
当第２四半期
連結会計期間末

普通株式(株) 5,500,000

　

　

２　自己株式に関する事項

株式の種類
当第２四半期
連結会計期間末

普通株式(株) 1,758

　

　

３　新株予約権等に関する事項

該当事項はありません。

　

　
４　配当に関する事項

　(1) 配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成20年4月23日
取締役会

普通株式 38,493 7平成20年３月31日平成20年６月26日 利益剰余金

　
　(2) 基準日が当連結会計年度の開始の日から当四半期連結会計期間末までに属する配当のうち、配当の効

力発生日が当四半期連結会計期間の末日後となるもの

　　　該当事項はありません。

　

　

５　株主資本の著しい変動に関する事項

　　　該当事項はありません。
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(リース取引関係)

所有権移転外ファイナンス・リース取引について通常の賃貸借取引に係る方法に準じて処理を行っ

ておりますが、当四半期連結会計期間におけるリース取引残高は前連結会計年度末に比べて著しい変

動が認められないため、記載しておりません。

　

　

(有価証券関係)

有価証券の四半期連結貸借対照表計上額その他の金額は、前連結会計年度の末日と比較して著しい

変動がありません。

　

　

(デリバティブ取引関係)

該当事項はありません。

　

　

(ストック・オプション等関係)

　　　該当事項はありません。

　

(企業結合等関係)

該当事項はありません。
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(セグメント情報)

【事業の種類別セグメント情報】

　当第２四半期連結会計期間（自　平成20年７月１日　至　平成20年９月30日）及び当第２四半期連結累計

期間(自　平成20年４月１日　至　平成20年９月30日)

当社グループは同一セグメントに属する樹脂及びその関連商品の製造、販売を行っており、当該事業以

外に事業の種類が無いため当該事項はありません。
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【所在地別セグメント情報】

　当第２四半期連結会計期間（自　平成20年７月１日　至　平成20年９月30日）及び当第２四半期連結累計

期間(自　平成20年４月１日　至　平成20年９月30日)

全セグメントの売上高の合計に占める日本の割合が、９０％を超えるため、所在地別セグメント情報の

記載を省略しております。
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【海外売上高】

　当第２四半期連結会計期間（自　平成20年７月１日　至　平成20年９月30日）及び当第２四半期連結累計

期間(自　平成20年４月１日　至　平成20年９月30日)

海外売上高が連結売上高の１０％未満のため、海外売上高の記載を省略しております。
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(１株当たり情報)

１　１株当たり純資産額

　
当第２四半期連結会計期間末
(平成20年９月30日)

前連結会計年度末
(平成20年３月31日)

1,149.95円 1,148.50円

　

２　１株当たり四半期純利益及び潜在株式調整後１株当たり四半期純利益

第２四半期連結累計期間

　
当第２四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日 
 至　平成20年９月30日)

１株当たり四半期純利益 9.83円

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益 ― 円

(注) １　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益につきましては、潜在株式がないため記載しておりません。

 ２　１株当たり四半期純利益の算定上の基礎

　

項目
当第２四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日 
 至　平成20年９月30日)

四半期純利益(千円)　　　　　　　　：① 54,038

普通株主に帰属しない金額(千円)　　：② ―

普通株式に係る四半期純利益(千円)　：①－② 54,038

普通株式の期中平均株式数(株) 5,498,640
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第２四半期連結会計期間

　
当第２四半期連結会計期間
(自　平成20年７月１日 
 至　平成20年９月30日)

１株当たり四半期純利益 0.12円

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益 ― 円

(注) １　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益につきましては、潜在株式がないため記載しておりません。

 ２　１株当たり四半期純利益の算定上の基礎

　

項目
当第２四半期連結会計期間
(自　平成20年７月１日 
 至　平成20年９月30日)

四半期純利益(千円)　　　　　　　　　：① 660

普通株主に帰属しない金額(千円)　　　：② ―

普通株式に係る四半期純利益(千円)　　：①－② 660

普通株式の期中平均株式数(株) 5,498,242

　

(重要な後発事象)

該当事項はありません。
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２【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　

平成20年11月11日

日本ユピカ株式会社

取締役会　御中

　

東　陽　監　査　法　人

　

指定社員
業務執行社員

公認会計士　　助　川　正　文　　印

　

指定社員
業務執行社員

公認会計士　　原　口　隆　志　　印

　

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている日本

ユピカ株式会社の平成20年４月１日から平成21年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間

(平成20年７月１日から平成20年９月30日まで)及び第２四半期連結累計期間(平成20年４月１日から平成20

年９月30日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四

半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任

は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結論を表明することにあ

る。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レ

ビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し

て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正

妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行わ

れた。

　

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正

妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、日本ユピカ株式会社及び連結子会社の平成20

年９月30日現在の財政状態、同日をもって終了する第２四半期連結会計期間及び第２四半期連結累計期間の

経営成績並びに第２四半期連結累計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる

事項がすべての重要な点において認められなかった。

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以　上

　
 
(注) １　上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報告

書提出会社)が別途保管しております。

２　四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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